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六
、
講

演

　
　
　
ハ
レ
ー
彗
星
を
見
た
話

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
六
十
年
三
月
一
日
、
神
奈
川
県
立
希
望
丘
高
校
の
卒
業
式
に
お
い
て
）

　
御
卒
業
お
目
出
と
う
。
私
は
懐
し
い
母
校
の
後
輩
諸
君
の
前
途
を
祝
し
て
、
お
話
す
る
機
会
を

得
ま
し
た
こ
と
を
非
常
に
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
の
本
日
の
お
話
は
、
私
が
明
治
四
十
三
年
四
月
、
神
中
の
二
年
生
の
一
学
期
に
見
た
ハ
レ
ー

彗
星
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
こ
の
彗
星
に
つ
い
て
科
学
的
な
説
明
は
出
来

ま
せ
ん
。
た
だ
、
当
時
十
四
歳
の
少
年
が
伊
勢
佐
木
町
の
実
家
の
三
階
の
手
す
り
に
も
た
れ
て
、
そ

れ
を
見
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
す
。
然
し
来
年
三
月
も
う
一
度
見
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
否
、

も
う
一
度
見
た
い
と
い
う
願
望
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
回
想
さ
れ
る
。

「
桜
蔭
会
報
」
に
寄
稿
し
ま
し
た
「
ハ
レ
i
彗
星
を
も
う
一
度
」
を
お
読
み
下
さ
っ
た
方
は
そ
の



『
端
が
お
分
か
り
に
な
っ
た
と
思
う
。
昔
か
ら
人
間
の
運
勢
と
星
と
を
結
び
つ
け
た
慣
習
が
占
星

術
（
ア
ス
ト
ロ
ロ
ジ
ー
）
と
な
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
天
文
学
（
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
）
に
発
展
し
た

こ
と
は
御
存
知
で
し
ょ
う
が
、
古
来
彗
星
の
出
現
は
天
変
地
異
の
前
触
れ
と
し
て
、
忌
み
嫌
っ
た

も
の
で
す
。
俗
に
箒
星
と
い
わ
れ
る
彗
星
は
長
い
髪
の
空
飛
ぶ
魔
女
と
呼
ば
れ
、
戦
争
と
か
、
地

震
と
か
、
飢
鯉
の
前
兆
と
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
私
は
西
暦
一
八
九
六
年
、
つ
ま
り
、
明
治
二
十
九
年
四
月
四
日
生
れ
で
、
十
九
世
紀
の
生
き
残

り
の
一
人
で
す
。
御
承
知
の
よ
う
に
、
明
治
時
代
に
は
日
清
・
日
露
の
戦
争
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
一
八
九
四
～
五
年
と
一
九
〇
四
～
五
年
で
、
大
体
十
年
の
間
隔
を
置
い
て
い
ま
す
。
先
程

申
し
上
げ
ま
し
た
一
九
一
〇
年
、
ハ
レ
i
彗
星
出
現
の
前
夜
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
私
が
神
中
を

卒
業
L
た
大
正
三
年
の
七
月
に
世
界
第
一
次
大
戦
が
勃
発
し
ま
し
た
。
一
九
一
四
年
で
す
。
日
露

戦
争
か
ら
約
十
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
一
九
二
三
年
に
は
御
存
知
関
東
大
震
災

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
た
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
約
十
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
過
去
の
戦
争
が
十
年
を
周
期
と
し
て
起
っ
て
い
る
こ
と
も
妙
で
す
ね
。

　
周
期
と
云
え
ば
、
ハ
レ
i
彗
星
は
、
七
十
六
年
を
周
期
と
し
て
、
こ
の
地
球
上
か
ら
観
る
こ
と
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が
出
来
ま
す
。
太
陽
、
地
球
間
の
距
離
の
三
十
五
倍
と
い
う
遠
距
離
へ
行
っ
て
楕
円
軌
道
を
戻
っ

て
来
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
二
度
こ
れ
を
見
る
た
め
に
は
、
　
く
と
も
八
十
五
歳
以
上
の
天
寿
に

恵
ま
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
も
、
で
す
か
ら
、
来
年
は
九
十
歳
に
な
り
ま
す
。

　
天
の
川
を
隔
て
て
年
に
一
度
の
逢
瀬
を
楽
し
む
牽
牛
織
女
に
比
べ
た
ら
私
共
は
ハ
レ
ー
彗
星
に

対
面
す
る
た
め
に
七
十
六
年
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
の
ハ
レ
ー
彗
星
を
も
う
一
度
と
い

う
気
持
が
お
分
か
り
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
ハ
レ
ー
彗
星
の
現
れ
た
二
度
の
チ
ャ
ン
ス
、
つ
ま
り
、
一
八
三
五
年
と
一
九
一
〇

年
の
二
度
の
機
会
を
逸
し
た
十
九
世
紀
の
二
大
文
豪
、
　
『
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
冒
険
』
で
お
馴
染
な

ヒ
ュ
ウ
モ
リ
ス
ト
米
国
の
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
と
ロ
シ
ア
の
最
も
偉
大
な
小
説
家
で
、
人
道
主

義
者
、
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
み
た
い
。

　
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
は
一
八
三
五
年
に
生
れ
、
一
九
一
〇
年
に
死
ん
だ
。
一
八
三
五
年
は
、

彼
が
生
れ
た
ば
か
り
の
赤
児
だ
っ
た
か
ら
、
当
然
で
す
が
、
一
九
一
〇
年
に
は
、
そ
の
二
年
前
か

ら
已
に
病
床
に
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ま
た
見
る
機
会
を
逸
し
た
。

　
ト
ル
ス
ト
イ
は
、
一
八
三
五
年
に
は
、
彼
の
八
歳
の
時
で
し
た
が
、
こ
の
年
に
父
の
伯
爵
が
残
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し
た
の
で
恐
ら
く
ハ
レ
i
彗
星
は
見
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
も
ロ
シ
ア
の
辺
鄙
な
ツ
ー
ラ

の
ヤ
ス
ナ
ヤ
・
ポ
リ
ャ
ー
ナ
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
。

　
ト
ル
ス
ト
イ
は
、
そ
の
後
、
青
年
時
代
に
、
陸
軍
砲
兵
中
尉
と
し
て
、
例
の
タ
リ
ミ
ヤ
戦
争
に

参
加
し
て
セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
の
如
き
体
験
談
を
初
め
と
し
て
『
戦
争
と
平
和
』
と
い
う
大
作
を
以

て
世
界
的
文
豪
と
な
り
、
大
正
の
初
期
に
、
わ
が
国
の
津
々
浦
々
で
歌
わ
れ
た
あ
の
「
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
可
愛
や
」
の
歌
は
、
当
時
の
ロ
シ
ア
貴
族
の
堕
落
を
物
語
る
『
復
活
』
（
レ
ザ
レ
タ
シ
ョ
ン
）

と
い
う
大
作
で
あ
る
。

　
尚
、
彼
が
貧
し
い
農
民
を
解
放
せ
ん
と
し
て
所
有
地
を
分
譲
し
た
人
道
主
義
的
行
動
は
、
わ
が

白
樺
派
の
有
島
武
郎
に
影
響
し
た
こ
と
は
御
存
知
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
こ
の
ハ
レ
i
彗
星
に
つ
い
て
科
学
的
説
明
を
求
め
る
方
は
、
岩
波
新
書
二
〇
七
番
、

斎
藤
国
治
さ
ん
の
お
書
き
に
な
っ
た
『
星
の
古
記
録
』
並
に
日
本
ハ
レ
ー
協
会
の
公
式
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の
『
今
日
は
ハ
レ
ー
で
す
』
を
お
読
み
頂
き
度
い
。
尚
、
　
「
星
の
伝
説
」
と
も
い
う
べ
き
文

学
的
な
研
究
を
知
り
た
い
方
は
、
野
尻
正
英
（
抱
影
と
号
す
）
さ
ん
の
作
品
な
ど
を
お
読
み
下
さ

い
。
野
尻
さ
ん
は
神
中
の
大
先
輩
で
、
第
二
回
の
卒
業
生
で
す
。
私
に
と
り
ま
し
て
は
、
早
大
英
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文
の
先
輩
で
も
あ
り
ま
す
が
、
一
度
も
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
野
尻
さ
ん
は
、
あ
の
有
名
な
小
説
家
大
仏
次
郎
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
で
す
。

　
最
後
に
、
私
は
米
蘇
の
二
大
文
豪
が
二
度
の
機
会
を
逸
し
た
ハ
レ
ー
彗
星
と
の
対
面
を
来
年
は

実
現
出
来
る
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
も
上
よ
り
の
お
恵
み
に
よ
っ
て
九
十
歳
の
長
寿

を
頂
け
る
か
如
何
か
が
先
ず
問
題
で
す
。

　
私
は
こ
の
話
を
終
る
に
当
り
、
諸
君
が
、
呉
々
も
御
健
康
を
大
切
に
な
さ
っ
て
、
来
年
の
三
月

に
は
是
非
ハ
レ
ー
彗
星
を
観
て
頂
き
度
い
。

　
更
に
欲
を
云
え
ば
、
来
る
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
、
つ
ま
り
、
二
〇
六
一
年
に
、
も
う
一
度
ハ

レ
ー
彗
星
を
見
て
頂
き
度
い
。
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（
ロ
）

シ
ド
ニ
ー
紀
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
十
三
日
煙
洲
会
に
お
い
て
）

　
生
涯
に
お
い
て
、
七
十
六
年
振
り
に
見
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
ハ
レ
ー
彗
星
と
再
会
出
来
た
こ

と
は
、
全
く
上
よ
り
の
お
恵
み
に
外
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
稀
な
幸
運
を
有
難
く
存
じ
ま
す
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
会
員
の
皆
様
に
、
そ
の
御
報
告

を
申
し
上
げ
る
機
会
を
得
ま
し
た
こ
と
を
非
常
に
光
栄
と
存
じ
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、
私
が
ハ
レ
i
彗
星
を
観
測
す
る
た
め
に
シ
ド
ニ
ー
行
き
を
決
意
し
ま
し
た
の
は
、

一
昨
年
四
月
二
十
五
日
、
皆
様
が
、
こ
の
不
肖
私
の
米
寿
を
お
祝
い
下
さ
る
と
共
に
、
拙
著
『
煙

洲
先
生
と
横
浜
』
の
出
版
記
念
の
会
を
お
催
し
下
さ
っ
た
そ
の
日
で
あ
り
ま
す
。

　
偶
々
、
当
日
の
午
前
七
時
四
十
分
、
T
B
S
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
、
日
本
ハ
レ
ー
協
会
の
会
員
募

集
の
宣
伝
中
、
横
浜
に
当
年
八
十
八
歳
の
老
人
で
、
一
九
一
〇
年
に
ハ
レ
ー
彗
星
を
観
た
人
が
い

る
と
云
っ
て
紹
介
さ
れ
、
私
の
体
験
談
が
僅
か
二
、
三
分
位
で
し
た
が
電
波
に
乗
り
ま
し
た
。
そ

の
と
き
、
一
体
誰
が
私
の
こ
と
を
話
し
た
の
だ
ろ
う
？
　
と
、
い
ぶ
か
り
ま
し
た
が
、
先
程
申
し
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上
げ
ま
し
た
四
月
二
十
五
日
の
午
後
四
時
か
ら
催
さ
れ
ま
し
た
煙
洲
会
で
そ
の
謎
が
と
け
ま
し
た
。

そ
れ
は
昭
七
会
の
石
川
久
能
君
で
あ
り
ま
す
。

　
石
川
君
を
初
め
多
く
の
方
々
の
熱
心
な
応
援
と
激
励
と
に
よ
り
ま
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
行
き
を
決

意
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
改
め
て
本
会
代
表
の
菅
さ
ん
初
め
会
員
の
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
三
月
二
十
七
日
午
後
三
時
、
横
浜
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
娘
二
人
と
孫
娘
二
人
を
同
伴
し
て
、
同
勢

五
名
で
出
発
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
旅
行
は
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
の
企
画
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
入
会
手
続
な
ど
一
切
は
そ
の
孫
の
一
人
が
や
っ
て
呉
れ
ま
し
た
。

　
自
分
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
五
月
一
杯
で
切
れ
る
の
で
、
更
新
の
必
要
上
、
旅
券
申
請
の
た
め
自
分

自
身
で
山
下
町
ま
で
出
か
け
ま
し
た
。
億
劫
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
、
も
う
二
、
三
度
は

海
外
旅
行
が
出
来
る
と
思
い
、
若
返
っ
た
気
持
に
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
八
時
半
の
カ
ン
タ
ス
（
O
き
鼠
ω
）
機
で
成
田
を
出
発
、
翌
朝
六
時
シ
ド
ニ
ー
空
港
着
、
途

中
平
穏
な
航
路
に
、
機
内
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
も
万
点
で
、
充
分
の
仮
眠
を
と
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
空
港
に
は
長
女
恵
美
子
の
友
人
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
初
老
の
御
婦
人
と
山
村
夫
妻
と
が
出
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迎
え
に
見
え
ま
し
た
。
因
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
御
婦
人
と
い
う
の
は
、
恵
美
子
が
五
力
年
の
米

国
留
学
を
終
え
て
氷
川
丸
で
帰
国
の
途
中
、
知
り
合
い
に
な
っ
た
方
で
、
以
来
、
文
通
を
続
け
て

い
る
マ
デ
リ
ン
さ
ん
と
い
う
方
で
、
現
在
は
シ
ド
ニ
ー
の
舞
台
や
C
M
で
活
躍
し
て
い
る
方
で
す
。

山
村
夫
人
は
横
浜
湾
岸
教
会
の
会
員
で
、
御
主
人
は
シ
ド
ニ
ー
の
商
社
で
御
活
躍
に
な
っ
て
い
る

方
で
す
。

　
三
月
二
十
八
日
、
午
前
中
休
養
の
後
、
午
後
は
シ
ド
ニ
ー
の
市
内
観
光
。

　
シ
ド
ニ
ー
は
実
に
美
し
い
都
会
で
、
海
と
背
後
の
小
高
い
丘
陵
と
の
調
和
は
一
幅
の
絵
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
に
が
わ
ら

そ
れ
に
紅
色
の
屋
根
が
印
象
的
で
、
郊
外
に
ま
で
ず
っ
と
続
く
紅
瓦
の
連
続
模
様
と
こ
の
土
地
特

有
の
ユ
ー
カ
リ
の
並
樹
が
良
く
調
和
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
紅
い
屋
根
を
見
た
時
に
、
直
ぐ
私
は
イ
ギ
リ
ス
の
中
部
地
方
の
田
園
を
思
い
出
し
ま

L
た
。

　
こ
れ
は
、
全
く
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
。
目
本
の
国
土
の
二
十
一
倍
も
あ
る
広
大
な
土
地
は
、

御
承
知
の
通
り
、
罪
を
問
わ
れ
て
国
外
追
放
に
な
っ
た
囚
人
達
の
汗
と
涙
を
以
て
開
拓
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
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私
は
中
学
の
二
年
生
頃
、
当
時
、
英
語
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
ズ
の
中
で
、
そ
う
し
た
故
郷
を
追
わ
れ
た
人
が
、
巡
り
来
る
春
に
、
鳥
の
聴
ず
る
の
を

聞
い
て
、
し
み
じ
み
と
故
郷
を
偲
ぶ
場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
少
年
の
胸
に
訴
え
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
米
国
へ
の
移
民
は
、
御
承
知
の
よ
う
に
、
初
め
は
信
仰
の
自
由
を
求
め
て
進
ん
で
郷
里
を
離
れ

た
連
中
で
、
ピ
ュ
リ
タ
ン
で
あ
っ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
来
た
連
中
は
、
自
分
の
自
由
意
志

で
は
な
く
、
追
放
さ
れ
て
来
た
人
達
で
し
た
。
然
し
彼
等
は
自
分
達
の
手
で
新
天
地
の
開
発
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
都
市
の
郊
外
へ
出
る
と
、
そ
う
し
た
人
々
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
開
拓
地
が
眼
に
と
ま
る
。
濠
洲
の
原
住
民
（
ア
ブ
ォ
リ
ジ
ニ
ー
ズ
）
が
永
年
住

み
つ
い
た
土
地
と
共
に
彼
等
の
生
活
記
録
が
到
る
処
に
見
ら
れ
ま
す
。

　
三
月
二
十
九
日

　
山
村
夫
妻
の
御
招
待
で
、
マ
デ
リ
ン
さ
ん
と
御
一
緒
に
山
村
さ
ん
の
邸
内
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
御
馳
走
に
な
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
し
ま
し
た
。
こ
の
山
村
さ
ん
の
お
住
居
は
、
所
謂
社
宅

で
あ
り
ま
す
が
、
実
に
堂
々
た
る
邸
宅
で
、
目
本
の
内
地
で
し
た
ら
所
謂
高
級
住
宅
で
、
御
主
人
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は
シ
ド
ニ
ー
市
内
の
会
社
へ
車
で
通
勤
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
実
に
閑
静
な
所
で
し
た
。
帰
途
は
、

御
主
人
の
車
で
、
ホ
テ
ル
ま
で
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
途
中
、
す
ば
ら
し
い
シ
ド
ニ
ー
の
夜
景

を
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
三
月
三
十
日

　
愈
々
ハ
レ
ー
彗
星
の
観
測
地
で
あ
る
ク
ー
ナ
バ
ラ
ブ
ラ
ン
ヘ
向
う
。
シ
ド
ニ
ー
か
ら
四
百
六
十

キ
ロ
も
あ
る
所
で
す
。
途
中
、
ユ
ー
カ
リ
樹
に
よ
っ
て
掩
わ
れ
た
起
伏
す
る
丘
陵
が
あ
り
、
そ
の

間
に
小
さ
い
部
落
が
幾
つ
か
点
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
部
落
を
過
ぎ
、
標
高
一
千
メ
…
ト
ル
程

の
峠
を
越
し
て
観
光
バ
ス
は
走
る
。

　
こ
の
丘
陵
は
ユ
ー
カ
リ
の
密
林
で
掩
わ
れ
、
夕
日
が
照
り
輝
く
と
、
そ
の
ユ
ー
カ
リ
が
青
々
と

光
っ
て
見
え
る
。
そ
れ
で
、
こ
の
丘
陵
は
ブ
ル
ー
・
マ
ウ
ン
テ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ブ
ル
…
・

マ
ウ
ン
テ
ン
に
達
す
る
ま
で
に
幾
つ
か
の
草
原
が
あ
る
。
中
に
は
立
派
な
棚
を
施
し
た
競
馬
場
が

あ
っ
た
。
ガ
イ
ド
の
話
で
、
そ
れ
は
問
題
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
統
領
だ
っ
た
マ
ル
コ
ス
の
所
有
地

だ
と
聞
い
て
、
思
わ
ず
、
私
は
「
マ
ル
コ
ス
」
じ
ゃ
な
い
「
ま
あ
ー
こ
す
い
」
と
思
っ
た
。
ユ
ー

カ
リ
に
掩
わ
れ
た
草
原
に
は
野
生
の
カ
ン
ガ
ル
…
が
と
び
は
ね
て
い
た
。
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ク
ー
ナ
バ
ラ
ブ
ラ
ン
の
村
に
到
着
。
モ
ー
テ
ル
に
分
宿
す
る
。
仮
眠
を
と
っ
た
後
、
零
時
か
ら

午
前
三
時
半
ま
で
、
第
一
回
の
観
測
を
行
う
。
懐
中
電
灯
の
レ
ン
ズ
に
赤
い
紙
を
貼
っ
て
極
力
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
ぴ

を
薄
め
て
観
測
の
現
場
へ
向
う
。
一
面
の
草
地
だ
が
凹
凸
が
甚
し
く
危
う
く
転
倒
そ
う
に
な
る
。

　
空
を
仰
げ
ば
一
面
の
星
、
天
の
川
が
綺
麗
だ
、
南
十
字
星
や
土
星
が
実
に
あ
ざ
や
か
で
あ
る
。

月
光
の
さ
や
か
で
あ
る
の
が
い
さ
さ
か
邪
魔
だ
。
月
の
下
方
に
一
段
と
輝
く
星
が
あ
る
。
こ
れ
は

火
星
だ
。
こ
の
火
星
か
ら
右
の
方
へ
視
線
を
移
し
て
行
く
と
、
微
か
に
不
思
議
な
光
を
放
つ
星
が

見
え
る
。
そ
れ
が
ハ
レ
ー
だ
。
残
念
な
が
ら
一
九
一
〇
年
の
よ
う
に
明
瞭
に
は
見
え
な
い
。
然
し

確
か
に
こ
の
眼
で
そ
の
姿
を
捉
え
た
。
こ
の
時
思
わ
ず
、
ア
ル
キ
メ
デ
ス
が
発
見
の
喜
び
に
叫
ん

だ
と
い
う
あ
の
言
葉
「
ユ
ー
リ
カ
」
（
国
霞
o
訂
）
と
口
ず
さ
ん
だ
。
「
や
っ
た
ぞ
」
と
い
う
の
だ
。

そ
の
と
き
、
ま
た
妙
な
連
想
を
し
た
。
そ
れ
は
歌
舞
伎
狂
言
で
有
名
な
『
世
話
情
浮
名
横
櫛
』
の

源
冶
店
の
場
面
で
、
故
人
に
な
っ
た
十
五
世
の
市
村
羽
左
衛
門
と
先
代
の
尾
上
梅
幸
及
び
尾
上
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
の
ふ

助
の
演
じ
た
あ
の
場
面
だ
。
蠕
幅
安
の
科
白
が
終
っ
て
、
与
三
郎
が
「
お
し
ん
ぞ
さ
ん
え
、
お
か

み
さ
ん
え
、
い
や
さ
、
お
富
、
久
し
振
り
だ
な
i
」
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。
そ
の
と
き
、
こ
ん
な
即

興
詩
を
作
っ
て
み
た
。
　
「
久
し
振
り
だ
ね
、
ハ
レ
ー
さ
ん
、
も
っ
と
お
見
せ
よ
そ
の
顔
を
、
平
和
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の
シ
ン
ボ
ル
そ
の
微
笑
、
昔
は
お
江
戸
の
源
冶
店
、
今
は
昭
和
の
シ
ド
ニ
ー
で
」
と
こ
ん
な
洒
落

を
と
ば
し
な
が
ら
モ
ー
テ
ル
に
戻
り
直
ぐ
に
ベ
ッ
ド
ヘ
潜
り
込
ん
だ
。

　
三
月
三
十
一
日

　
ク
ー
ナ
バ
ラ
ブ
ラ
ン
滞
在
、
朝
食
後
、
専
用
バ
ス
で
郊
外
観
光
、
ワ
ラ
ン
バ
ン
グ
ル
の
自
然
公

園
で
野
生
の
カ
ン
ガ
ル
ー
の
群
を
見
た
り
、
ミ
ニ
ラ
ン
ト
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
開
拓
民
及
び

原
住
民
が
使
用
し
た
品
々
が
展
示
し
て
あ
る
博
物
館
を
見
学
。

　
今
日
ま
た
第
二
回
の
ハ
レ
i
観
測
を
行
う
。
眼
を
こ
ら
し
て
こ
の
彗
星
を
見
つ
め
に
見
つ
め
た
。

そ
こ
に
設
え
つ
け
の
望
遠
鏡
で
見
て
も
大
差
は
な
い
。

　
四
月
一
日

　
ク
ー
ナ
バ
ラ
ブ
ラ
ン
で
朝
食
、
午
前
八
時
三
十
分
専
用
バ
ス
で
、
二
十
キ
ロ
離
れ
た
郊
外
の
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
天
文
台
（
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
ス
プ
リ
ン
グ
）
へ
行
き
、
南
半
球
最
大
の

三
・
九
メ
ー
ト
ル
の
天
体
望
遠
鏡
を
見
学
、
帰
途
シ
ド
ニ
ー
へ
の
途
中
、
マ
ジ
ー
で
昼
食
（
中
華

料
理
）
、
十
七
時
三
十
分
シ
ド
ニ
ー
の
ホ
テ
ル
着
。

　
四
月
二
目
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ホ
テ
ル
で
朝
食
、
午
前
自
由
行
動
、
市
内
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
マ
デ
リ
ン
さ
ん
と
お
別
れ
の
昼

食
。　

十
八
時
四
十
五
分
シ
ド
ニ
ー
発
、
空
路
パ
ー
ス
ヘ
。
パ
ー
ス
で
は
、
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
ホ
テ
ル
と

い
う
高
級
ホ
テ
ル
に
一
泊
。

　
パ
ー
ス
は
シ
ド
ニ
ー
に
劣
ら
ぬ
美
し
い
都
会
で
、
舗
道
に
塵
一
つ
な
い
の
を
市
民
は
誇
っ
て
い

る
◎　

四
月
三
日

　
帰
路
の
カ
ン
タ
ス
機
で
は
、
石
原
慎
太
郎
氏
や
、
竹
村
健
一
君
が
一
緒
だ
っ
た
。
因
に
竹
村
氏

は
パ
ー
ス
の
目
抜
通
り
で
大
き
な
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
金
儲
け
に
大
童
の
由
、
こ
こ
の
お
料

　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
か

理
は
デ
リ
シ
ャ
ス
で
な
く
、
デ
リ
ー
シ
ャ
ス
か
如
何
は
保
証
の
限
り
で
は
な
い
。

　
こ
の
度
、
カ
ン
タ
ス
航
空
が
日
航
と
協
力
し
て
パ
…
ス
か
ら
成
田
へ
の
直
通
便
を
開
始
す
る
の

で
、
乗
客
を
歓
迎
す
る
た
め
特
別
に
ア
…
チ
を
建
て
た
り
機
内
の
食
事
は
実
に
豪
華
、
サ
ー
ヴ
ィ

ス
も
満
点
だ
っ
た
。
午
後
九
時
成
田
着
。
帰
宅
し
た
の
は
零
時
。
翌
四
月
四
日
は
老
生
の
誕
生
日
。

先
ず
は
万
事
目
出
度
し
。
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